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本報告書は、独立行政法人福祉医療機構（子育て支援基金）の助成事業と

して、日本保育協会が平成17年度に実施した「保育士の資質向上に関する調査

研究」の結果をまとめたものです。

近年、少子社会の到来に対応すべく「次世代育成支援対策推進法」「子ど

も・子育て応援プラン」等が策定され、子育て支援の主要な柱である保育所

保育及びその担い手である保育士に社会的な期待が高まっています。

この調査研究は、保育所における保育士の資質向上に関する取り組みの実

態等について調査し、保育サービスの充実と向上に資することを目的として

実施したものです。

本報告書を、保育士の育成や現任訓練等を考える上で参考としていただけ

れば幸甚に存じます。

この調査研究の実施に当たりましては、野坂勉先生（大正大学）、荻須隆雄

先生（玉川大学）、須永進先生（藤女子大学）、門倉文子先生（なでしこ保育

園）、中村美喜子先生（若葉保育園）、若山望先生（村山中藤保育園）の研究

スタッフにご指導いただいたこと、また調査対象保育所の方々にご協力いた

だいたことに対し、心から深く感謝の意を表する次第であります。

平成18年２月

社会福祉法人　日本保育協会

理事長 佐々木　典　夫
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